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経営戦略
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住みよさ実感都市
ずっと このまち いんざいで

将来都市像
基本構想
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経営ビジョン

「緑育職住」 近接の、未来都市。

里山・都市・人がゆるやかにつながる、
健やかな未来の暮らしへ。
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経営ビジョン文
都心や世界の玄関にも近く、

豊かな日本の自然があふれる里山のまち、印西市。

この自然と都市生活が共存する恵まれた環境を生かし、

「職住」近接を超えた「緑育職住」近接のまちづくりで
人と自然と都市がつながり合う、心地よい暮らしを生み出していきます。

土と緑のすくそばで、まなび、はたらき、家族の近くで健やかに生きていく。

そんな人間的な幸せを持続する、世界モデルの未来都市を実現します。
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経営戦略の基本目標

都市経営 行政経営経営
ビジョン

子育て・教育

職住近接

都市と自然の調和

安心・安全なまち

多極・循環型のまち

市民参画／公民連携

組織・人事改革

行財政改革

1

２

３

４
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6
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分野別計画



政策と基本目標
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将 来 都 市 像
●政策1

子育て・教育・文化
●政策2

安全・安心・健康福祉
●政策3
産業・交流

●政策4
まちづくり・生活環境

●政策5
住民自治・協働・行財政

経 営 戦 略

◆安心して生み育てる
環境づくり

◆こどもの可能性を
伸ばす学び

◆こどもの学びを支える
環境づくり

◆知恵の探求、文化
芸術の継承

◆市民の命も守る
災害対応

◆みんなで守る安全な
まち

◆いつでも安心に
暮らせるまち

◆誰もが自分らしく
いられるまち

◆ずっと元気でいられる
まち

◆未来へつなげる農業

◆経済循環づくり

◆新たな人流と
にぎわいの創出

◆地域の魅力を
引き出すまちづくりと
交通の充実

◆利便性の高い
インフラの整備

◆豊かな自然を守り
はぐくむ

◆まちづくりを市民と
ともに

◆レジリエント(しなやか)
な組織・人材による
行政サービスの充実

◆戦略的で先進的な
行財政運営

基本目標
①

基本目標
②

基本目標
③

基本目標
④

基本目標
⑤

基本目標
⑥

基本目標
⑦

基本目標
⑧



総合計画 政策の大綱
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将 来 都 市 像

●政策1
子育て・教育・文化

●政策2
安全・安心・健康福祉

●政策3
産業・交流

●政策4
まちづくり・生活環境

●政策5
住民自治・協働・行財政

誰もが安心して健康で明るく暮らせるまちをつくります

こどもたちの未来を育み誰もが心に豊かさをもたらすまちをつくります

地理的優位性をいかした活力あふれるまちをつくります

自然と都市が調和する快適で人にやさしいまちをつくります

市民と行政が力を合わせ持続可能なまちをつくります



政策１ 子育て・教育・文化

施策１-１ 安心して生み育てる環境づくり
目指すSTAGE:いつでも安心して子育てができ、すべてのこどもが健やかに成⾧できる環境をつくります。

●切れ目のない産前産後ケアサポート ●こどもと親の健康づくりの推進

●若年層からの健康づくりとライフデザイン支援の推進 ●保育園等への送迎保育ステーションの整備

●病児・病後児保育や一時預かり事業の充実 ●公立幼稚園・保育園の在り方検討

●もとの幼稚園のこども園化及び自然環境を活かした教育・保育の導入 ●学童不足の解消

●フリースクールなどの多様な学習機会と居場所づくりの支援 ●インクルーシブ教育の推進

●全天候型でこどもが過ごせる施設やインクルーシブ公園の整備

●子育ての不安軽減をサポートする相談体制の充実

●こども誰でも通園制度の実施と病児・病後児保育の整備 ●子ども発達センターの機能強化

●医療的ケア児及び家族への支援強化 ●放課後等デイサービスの充実
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政策１ 子育て・教育・文化
施策１-２ こどもの可能性を伸ばす学び
目指すSTAGE:先進的なデジタル教育のさらなる推進とともに、多様な学びの選択肢を通じて、

一人ひとりの幸せに生きる力を育みます。

●ロボティクス教材の全市への展開 ●デジタル教育に係る教職員への支援と育成

●学校内外でのデジタル教育の拠点整備検討 ●教育情報化アドバイザー配置

●ゼロトラスト・セキュリティ（すべての利用や通信を「信頼せず確認する」ことで安全を守る仕組み）の
考え方を取り入れたデジタル基盤の構築

● 「総合的な学習の時間」を軸とした探究学習の充実 ●英語学習の機会の充実

●一人ひとりに寄り添った個別最適な学習環境の整備 ●特別支援学級の支援強化

●不登校支援の充実・強化（多様な居場所づくり）

●インターナショナルスクールを含む学びの選択肢の充実
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政策１ 子育て・教育・文化
施策１-３ こどもの学びを支える環境づくり
目指すSTAGE:こどもたちが安全で安心できる生活を送り健やかに成⾧できるよう、教育環境を整える

とともに、地域とのつながりを深めます。

●学校給食費無償化の継続 ●地産地消の促進、学校給食での地元食材の利用

●こどもに寄り添った部活動の地域移行

● （仮称）東の原義務教育学校の整備を含む学習環境の改善

●小・中学校体育館への空調設備の導入促進 ●小学校スクールバスの運行等の通学支援

●デジタル基盤を活用した教職員・教育委員会の働き方改革

●コミュニティ・スクールの導入 ●アフタースクールの導入

●高等教育や企業との連携・協働 ●豊かな自然の中での学びの推進
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政策１ 子育て・教育・文化

施策１-４ 知恵の探求、文化芸術の継承
目指すSTAGE:生涯学習で得た知識を地域に還元するとともに、文化遺産の継承、また、文化芸術の

振興を図ります。

●誰もが訪れたいと思える生涯学習の学び場づくり

●多様なニーズに対応した学びの機会づくり

●学びをまちづくりへとつなげる仕組み・仕掛けづくり

●新たな時代に対応した「知の創造」と「コミュニティ」の拠点となる図書館づくり

●伝統行事への支援

●文化財の保護・保存・活用

●文化芸術の振興
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政策２ 安全・安心・健康福祉

施策２-１ 市民の命を守る災害対応

目指すSTAGE:事前の備えを徹底し、いかなる災害にも対応できる市役所・地域づくりを進めます。

施策２-２ みんなで守る安全なまち

目指すSTAGE:多様化する犯罪から市民が身を守れるよう防犯意識の向上を図るとともに、
交通安全対策により交通事故の防止に努めます。

●災害シナリオの見直し ●防災体制の強化 ●避難所機能の強化・備蓄の拡充

●市民・団体組織への支援強化 ●民間企業との連携強化

●家庭用防犯カメラ購入助成金の交付 ●電話de詐欺対策機器貸与

●スクール・ゾーン、キッズ・ゾーンの効果的な設定
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政策２ 安全・安心・健康福祉
施策２-３ いつでも安心に暮らせるまち
目指すSTAGE:孤立せず誰一人取り残さない、安心して暮らせる地域共生社会を形成します。

●重層的支援体制の整備 ●地域福祉を担われる方々への支援

●シニア世代に向けた情報提供基盤の整備 ●高齢者の生きがい創出と社会参加の機会促進

●高齢者の自立した日常生活を支える移動支援と買い物支援

●健康寿命の延伸に向けた介護予防の推進

●地域包括支援センターの機能強化

●認知症施策の推進と見守り支援体制の構築

●介護サービスの質的・量的確保

●医療・介護・生活支援の連携体制の整備

●共生社会の実現に向けた意識と体制づくり

●障がいのある人の就労支援強化
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政策２ 安全・安心・健康福祉

施策２-４ 誰もが自分らしくいられるまち

目指すSTAGE:人権や多様性が尊重され、国籍、言語、性別に関わらず、誰もが対等で自分らしく
暮らせる地域をつくります。

●国際化推進方針の策定及び推進 ●国際理解教育の推進

●男女共同参画推進にむけた啓発事業の実施

●人権尊重意識の醸成に関する取組の強化
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政策２ 安全・安心・健康福祉
施策２-５ ずっと元気でいられるまち

目指すSTAGE:健康づくりやスポーツ機会の充実に加え、安心して医療が受けられる環境により、
生涯健康でいられるまちをつくります。

●健康診査やがん検診の受診率向上 ●食育及び歯科保健の推進

●二次救急医療機関との連携 ●感染症予防に関する対策の周知啓発

●こどもたちがトップアスリートと触れる機会のさらなる創出

●順天堂大学と外部指導員連携

●各種スポーツ団体への連携・支援強化

●世界を目指すトップアスリートへの支援強化

●障がい者スポーツの推進

●小・中学校の体育館等の利用の緩和
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政策３ 産業・交流

施策３-１ 未来へつながる農業
目指すSTAGE:持続可能な農業の仕組みを構築し、農業経営の安定化を支援していくことで、

次世代につながる農業を育みます。

施策３-２ 経済循環づくり
目指すSTAGE:世界で戦える産業を誘致するとともに、起業・創業を支援し、職住近接の実現を

目指します。

●新規就農希望者への支援 ●地産地消の推進 ●農地の集積・集約化支援

●地元企業優先の入札制度改革及び市内調達比率向上

●中小企業の経営安定化と事業継続に向けた支援

●商工会とともに地元企業を支える体制づくり

●イベント開催要件の緩和

●女性向け起業スクールの開催及び起業・創業塾の支援強化

●起業後の伴走型事業支援 ●起業者への多様な事業機会の創出
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政策３ 産業・交流
施策３-３ 新たな人流とにぎわいの創出
目指すSTAGE:市の新たなブランディングに沿ったイベント・拠点を起点に新たな人の流れを創出する

とともに、愛着や誇りをもって成⾧し続けるまちを実現します。
●ブランディングの確立

●時代に即したプロモーション施策の実施

●木下駅前にぎわい広場に地域の拠点を整備

●公民連携による都市公園や道路空間などの公共資産や空間の利活用

●地域コーディネーターや移住定住コーディネーターによる移住・定住の支援

●芸術祭開催

●国道464号沿いにシンボルとなる施設を誘致
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政策４ まちづくり・生活環境
施策４-１ 地域の魅力を引き出すまちづくりと交通の充実

目指すSTAGE:地域の特性を活かした魅力的なまちづくりを進めるとともに、一人ひとりに寄り添った
公共交通ネットワークを形成します。

●エリア別のまちづくりの明確化とルール策定

●市街化区域に隣接する地域などでの自然と調和したまちづくり

●産業用地等の創出に向けた印旛中央地区等の整備促進

●千葉ニュータウン区域及びその周辺以外の地域における適切な土地利用の導入や規制緩和

●市内バス路線の利便性向上 ●デマンド型を含む新たな交通手段の導入検討

●北総線の運賃値下げ

●印西牧の原駅への朝夕のアクセス特急停車・特急増便 ●成田線の利便性向上

●公共交通（バス・タクシー）の担い手確保による運行体制（サービス水準）の維持

20



政策４ まちづくり・生活環境

施策４-２ 利便性の高いインフラ整備
目指すSTAGE:誰もが快適に暮らせるよう、道路などのインフラ整備や住環境の向上を進めます。

●公園及び道路の⾧寿命化計画に基づいた維持管理の推進

●千葉竜ヶ崎線バイパス（仮称コスモス通り）の早期完成の促進

●国道464号の早期全線開通に向けた国・県との連携強化

●空き家及び空き家となり得る住宅の活用を促す新たな仕組み検討

●配水施設の計画的な整備

●下水道の計画的な老朽化対策

●テクノロジー等を活用した上下水道インフラの効率的な維持管理の検討
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政策４ まちづくり・生活環境

施策４-３ 豊かな自然を守りはぐくむ
目指すSTAGE:恵まれた環境を守り、自然とともに生きるまちづくりを進めます。

●ごみの減量・再資源化の推進 ●新クリーンセンターの整備促進 ●不適正行為の防止対策

●カーボンニュートラルに向けた取組の推進 ●印旛沼や手賀沼、師戸川などの水質汚濁対策

●自然と触れ合う機会の充実 ●グリーンインフラの導入

●捕獲体制の強化・推進に向けた新たな枠組みづくり
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政策５ 住民自治・協働・行財政

施策５-１ まちづくりを市民とともに
目指すSTAGE:人とのつながりを大切にし、「ともに創る」まちづくりに努めます。

●広報の運用高度化

●新たな市民参加手法の検討・実施（対話会の進化、DXツール等の活用）

●新たな住民自治の構築に向けた取組の実施 ●市民活動団体・組織等の活動支援

●地域コーディネーター等の地域コミュニティを下支えする仕組み導入・強化
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政策５ 住民自治・協働・行財政
施策５-２ レジリエント（しなやか）な組織・人材による行政サービスの充実
目指すSTAGE:複雑・多様化する社会課題に柔軟に対応できる組織づくりや人材の確保・育成を行い、

地域に寄り添った行政サービスを実現します。
●自治体規模に見合った組織強化

●トップのリーダーシップと現場のボトムアップが両立する組織づくり

●柔軟かつ機動的な組織体制構築（組織改編、部・課横断のチーム立上げ等）

●専門人材の確保・育成 ●職員研修の充実 ●人事評価制度の見直し

●全体最適な人事配置 ●エンゲージメント・ウェルビーイングの向上

●窓口アンケートの実施 ●支所・出張所の機能強化

● （仮称）地域担当課の設立 ●地域コーディネーターの配置強化
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政策５ 住民自治・協働・行財政
施策５-３ 戦略的で先進的な行財政運営
目指すSTAGE:持続可能な市民サービスの維持向上に向け、新たなアイデアやテクノロジーを

積極活用し、戦略的で先進的な行財政運営を実現します。
●スマート窓口の実現 ●バックオフィス改革の推進 ●全職員によるＤＸ推進体制の構築

●公共施設のマネジメントの方向性の明確化（計画等の見直し）と進捗管理体制の高度化

●多極・循環型のまちづくりにおける市役所の在り方検討

●公民連携手法を活用した印西牧の原駅周辺への複合施設配置検討

●公共施設における利用者目線での空間づくりや利用条件の見直し

●公民連携に関するワンストップ窓口などの体制整備 ●職員の育成と外部専門人材の活用

●公共資産や空間の利活用推進 ●民間事業者をまちづくりの出発点から巻き込む環境づくり

●ともに地域を支える地域住民等への公民連携に対する機運醸成

●市政の運営方針を踏まえた重点的な予算配分 ●積極的な自主財源の確保
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意見募集にもぜひご参加ください
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※「印西市第２次基本計画市民
意見公募」で検索ください


